
令和4年度 習志野市施策評価表（令和3年度事業執行分）
資料①-１

令和４年度第１回習志野市長期計画審議会

施策番号 施策名 指標名 指標が捉えるもの 指標による達成状況の判断 基準値(令和元年度現状値) 目標値(令和7年度) 実績値(令和3年度) 達成状況

1・1・1 健康づくりの充実 健康寿命（平均自立期間）
日常生活に支障を要しない
期間

年数の延伸
男（６５歳）:１８．８８年
女（６５歳）:２２．０９年
（H３０年度）

H３０年度末より延伸
男（６５歳）:１９．０１年
女（６５歳）:２１．９８年

〇

1・1・2 地域福祉の推進
「ふれあい・いきいきサロン」および「地域サ
ロン」の設置数

高齢者の仲間づくり、生き
がいづくり、閉じこもり予
防などの取組状況

箇所数の増加
４４カ所
（H３０年１２月１日現在）

７４カ所 ４８か所 〇

ボランティア登録者数 見守り等の支援の取組状況 登録者数の増加
１，６９６名
（H３０年４月１日現在）

２，２９６名 １，８４２名 〇
「相談や助けを必要とする近所、地域の人に、
あなたができる支援はありますか」の問いに
「ない」と答えた人の割合

地域福祉への関心 率の低下
２６．１％
（H３０市民意識調査）

１３．０％
３５．２％

（R３市民意識調査）
◇

1・1・3 高齢者支援の推進 第１号被保険者に対する要介護認定の割合
介護予防・日常生活支援総
合事業の取組状況

率の向上
１５．５％
（H３０年度）

２１．４％以下 １８．２％ ◎

介護予防に資する住民運営の通いの場の数
市民同士が支え合う地域活
動の取組状況

カ所数の増加
８０カ所
（H３０年度）

１００カ所 ８３カ所（新基準２０７カ所） 〇

1・1・4 障がい者（児）支援の推進 障害者差別解消法の認知率 障がいのある人への理解 率の向上 ３４．６％（H３０年度） ５０％ ３４．６％（H３０年度） 〇
コミュニケーションツール設置店舗数
（ステッカー貼付店舗）

障がい者に必要な環境整備
の状況

店舗数の増加 ２５店舗（H３０年度） ５０店舗 ３０店舗 〇

1・1・5 社会保障の充実 生活困窮者自立支援事業にて、就労開始した者
生活困窮者自立支援事業の
成果

率の向上
５２．３８％
（H３０年度）

５７．１％ ４８．００％ ◇

国保収支比率 適切な国保運営
率の向上
(100%以上)

１０１．１３％
（平成３０年度決算）

１００％ １００．３９％ ◎

就労による生活保護廃止件数 自立促進の取組状況 件数の増加 １７件（H３０年度） １９件 １１件 ◇

1・2・1 産業の振興 市内事業所数 産業の振興・活性化
事業所数の増加
(基準値以上)

４，２７０事業所
（H２６経済センサス）

４，２７０事業所
４，１３６事業所

（R1経済センサス基礎調査）
×

1・2・2 新しい産業の創造
市内設立法人数
（３か年平均）

創業、創出支援の取組状況 法人数の増加
２３９件
（H２８～H３０年度平均）

２９９件
（R５～R７年度平均）

１９４件 ◇

1・2・3 働きやすい環境づくり
完全失業者数に対する「ふるさとハローワーク
ならしの」を通じた就職件数の割合

雇用就業支援策の実態 率の向上
１１．９％
（H２７年国勢調査ベース）

１４．５％
（R２年国勢調査ベース）

９．１％ ◇

1・2・4 まちの魅力の創出
市ホームページアクセス数
（トップページ）

魅力の発信力 件数の増加
７１４，３６０件
（H３０年度）

８２０，５７５件 １，９１１，８８８件 ◎

市ホームページアクセス数
（全ページ）

情報発信力 件数の増加
７，４９２，７４５件
（H３０年度）

１０，８９９，５４０件 １３，１５７，８１９件 ◎

定住意向
（『住み続けたい』と思う人の割合）

住み続けたいと思う人の割
合

率の向上
６２．６％
（H３０市民意識調査）

６５．４％ ６５．４％ ◎

2・1・1 防災・危機管理の推進 自主防災組織の組織率 災害発生時の地域防災力 率の向上 ６１．０％（H３０年度） ６５．０％ ６０．７％ ×
防災行政無線屋外拡声子局のデジタル化局数 災害発生時の情報伝達力 局数の増加 ２５局（H３０年度） ４９局 ４９局 ◎

2・1・2 消防・救急体制の向上 市民主導型救命講習指導率 救命に対する意識 率の向上 ４０％（H３０年度） ７０％以上 ０％ ◇
住宅用火災警報器設置率 消防体制の向上 率の向上 ８５％（H３０年度） ９０％以上 ０％ ◇

2・1・3 防犯・交通安全の推進
人口１万人当たり
市内刑法犯認知総件数

防犯体制の充実 件数の低減
８６．６件
（H３０年）

８０．９件以下 ５５．２件 ◎

交通安全教室の実施回数
交通安全意識向上の取組状
況

回数の増加
５６回
（H３０年度）

５６回
（現状値以上とする）

４９回 ◇

自転車通行区間の整備延⾧
自転車通行ネットワークの
形成状況

延⾧の増加
０km
（H３０年度）

１５km ０ｋｍ ×

2・1・4 消費生活の向上 消費生活相談あっせん解決割合
消費生活相ネットワークの
形成相談体制の強化・充実

率の向上 ８７．８％（H３０年度） ９５％以上 ８９．２％ 〇

まちづくり出前講座実施件数 消費者教育の取組状況 件数の増加 ７件（H３０年度） １６件以上 ２件 ◇

2・2・1 市街地整備の推進 JR津田沼駅周辺地域の人口密度 中心市街地の形成状況 数値の増加
１６，３００（人/k㎡）
（R１年度）

１７，９００（人/k㎡） １８，３００（人/k㎡） ◎

2・2・2 住宅施策の充実
市営住宅の入居率
（政策空家を除く）

市営住宅居住環境の改善 率の向上
９４．６％
（H３０年度）

１００％ ９１．３％ ×
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【達成状況】◎：目標値を達成、〇：目標未達成であるが進捗、◇：基準値未満(外的要因)、×：基準値未満(未着手等)、－：実績値なし



施策番号 施策名 指標名 指標が捉えるもの 指標による達成状況の判断 基準値(令和元年度現状値) 目標値(令和7年度) 実績値(令和3年度) 達成状況

2・2・3 道路交通施策の推進 橋梁修繕化率 橋梁の修繕状況 率の向上
１３．０％（３／２３橋）
（H３０年度）

２１．７％（５／２３橋） １７．４％ 〇

2・2・4
ガス・水道・下水道事業の
充実

ガス・水道施設の修繕実施率 安定供給の状況 率の向上 １００％（H３０年度） １００％ １００％ ◎

ガス・水道管の耐震化
ガス・水道管の耐震化進捗
状況

率の向上
ガス管:９１．１％
水道管:４１．７％
（H３０年度）

ガス管:９６．８％
水道管４８．４％

ガス管:９３．１％
水道管:４４．６％

〇

各種イベントにおいて集客した人の割合 お客様サービスの取組状況 率の向上 ８８％（H３０年度） １００％ １００％ ◇
下水道事業における経常収支比率 適切な事業運営 率の向上 １０５％（H３０年度） １０５％（現状値以上とする） １１０％ ◎

2・3・1 地球温暖化対策の推進 市役所各部局の温室効果ガス総排出量の合計
市役所の地球温暖化対策の
取組状況

数値の低減
５８，１１９ｔ－CO２
（H２９年度）

５４，０８０ｔ－CO２
５７，７８８ｔ－ＣＯ２

（令和２年度実績）
〇

2・3・2 自然環境の保全・活用 自然保護地区等の指定面積
自然保護地区等の保全・保
護状況

面積の維持
１．０３ha（自然保護地区）
５．４３ha（都市環境保全地区）
（R１年度）

１．０３ha（自然保護地区）
５．４３ha（都市環境保全地区）

１．０３ha（自然保護地区）
５．４０ha（都市環境保全地区）

×

2・3・3 公園・緑地整備の推進 市民一人当たりの都市公園の敷地面積 公園の整備状況 数値の増加
６．９０㎡／人
（R１年度）

１０．０㎡／人 ６．９９㎡／人 〇

2・3・4
廃棄物などの適正処理の推
進

１人１日当たりのごみ総排出量 ごみ減量の状況 数値の低減 ８８１ｇ（H３０年度） 排出量の減量 ８４０ｇ ◎

2・3・5 環境保全の推進 ごみゼロ運動参加人数 環境美化の取組状況 人数の増加 ２５，６１６人（H３０年度） ２７，４００人 なし ◇
谷津干潟自然観察センター年間来館者数 環境教育の取組状況 人数の増加 ５５，１５８人（H３０年度） ５８，０００人 ３５，５２１人 ◇

3・1・1 子育ち・子育ての支援 待機児童数【保育所など】
子育てと仕事の両立支援の
取組状況

人数の低減 ８９人（H３１年４月１日現在） ０人（R７年４月１日現在） ２４人 〇

待機児童数【放課後児童会】
子育てと仕事の両立支援の
取組状況

人数の低減 ８９人（R１年５月１日現在） ０人（R７年５月１日現在） ６１人 〇

地域子育て支援拠点（こどもセンター・きらっ
子ルーム）利用者の満足度指数

子育て支援の充実 率の向上 ９６．８％（H３０年度） ９７％以上 ９９．０％ ◎

ひまわり発達相談支援センターを利用して心配
事が軽減した人の割合

支援が必要な家庭に対する
支援の取組状況

率の向上 ５２％（H３０年度） ８４％以上 ４９％ ×

3・2・1 幼児教育の向上
幼稚園・こども園・保育所に行くことが楽しい
と感じる幼児の割合

保育と教育の充実 率の向上
８０．７％
（H３０年度）

８５％以上 ９８．５％ ◎

朝食を食べる児童の割合 児童の食生活 率の向上 ９６．９％（H３０年度） ９７％以上 ９６％ ×

3・2・2 学校教育の向上
全国学力・学習状況調査結果の習志野市と全国
平均正答率の比較

学力向上の取組状況 数値の増加

（小６）国語６６％（＋２．２）
    算数６９％（＋２．４）
（中３）国語７５％（＋２．２）
    数学６０％（＋０．２）
（R１年度）
※カッコ内は全国比

全国比 ＋５．０

（小６）国語７０％（＋５．３）
    算数７５％（＋４．８）
（中３）国語６７％（＋２．４）
    数学６０％（＋２．８）

（R３年度）

〇

全国体力・運動能力、運動習慣等調査の体力総
合評価

体力向上の取組状況 数値の増加

・小学校５年男子 ２６．５ポイント
 （全国９．６ポイント）
 （全国との差＋１６．９ポイント）
・小学校５年女子 ５３．５ポイント
 （全国２１．９ポイント）
 （全国との差＋３１．６ポイント）
・中学校２年男子 ２４．６ポイント
 （全国６．２ポイント）
 （全国との差＋１８．４ポイント）
・中学校２年女子 ７３．６ポイント
 （全国５３．３ポイント）
 （全国との差＋２０．３ポイント）
（H３０年度）

・小学校５年男子
 全国との差＋２０ポイント

・小学校５年女子
 ５３．５ポイントを上回る

・中学校２年男子
 全国との差＋２０ポイント

・中学校２年女子
 ７３．６ポイントを上回る

・小学校５年男子 １６．２ポイント
 （全国４．６ポイント）

 （全国との差＋１１．６ポイント）
・小学校５年女子 ３２．４ポイント

 （全国１９．３ポイント）
 （全国との差＋１３．１ポイント）
・中学校２年男子 ２４．７ポイント

 （全国１．６ポイント）
 （全国との差＋２３．１ポイント）
・中学校２年女子 ６９．３ポイント

 （全国５２．１ポイント）
 （全国との差＋１７．２ポイント）

（令和元年度）

〇

3・3・1 社会教育の推進 公民館事業年間参加者数
芸術・文化活動の活性化取
組状況

人数の増加 ５０，４３９人（H３０年度） ５３，０００人 ７，９４０人 ◇
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【達成状況】◎：目標値を達成、〇：目標未達成であるが進捗、◇：基準値未満(外的要因)、×：基準値未満(未着手等)、－：実績値なし



施策番号 施策名 指標名 指標が捉えるもの 指標による達成状況の判断 基準値(令和元年度現状値) 目標値(令和7年度) 実績値(令和3年度) 達成状況

公民館年間利用者数
地域活動に係る環境づくり
の取組状況

人数の増加 ４０２，２６１人（H３０年度） ４２２，３００人 ２７９，８４７人 ◇

図書館の利用登録率 社会教育環境の充実 率の向上 ２８．０％（H３０年度） ３２．０％ ３２．２％ ◎
図書館の図書貸出冊数 社会教育環境の充実 冊数の増加 １，０１６，３６０冊（H３０年度） １，０３７，０００冊 １，１７３，４５９冊 ◎

3・3・2 生涯スポーツの推進
週１回以上、スポーツや運動を実践する市民の
割合

生涯スポーツの進捗状況 率の向上 ５１．９％（H３０年度） ６０．０％ ― ―

スポーツ教室の参加人数 支えるスポーツの推進状況 人数の増加
３，０２８人
（H２６～H３０の平均）

３，３３０人 １，１７３人 ◇

3・4・1
誰もがその人らしく活躍で
きる社会の実現

「女性の生き方相談」事業を知っている女性
（男女共同参画週間事業の来場者アンケート結
果）

DV防止意識啓発の取組状
況

率の向上
７０％（知っている人の割合）
（R１年度）

上昇 ７２．７％（R３年度） ◎

男女の地位が平等になっているか（社会全体）
（男女共同参画週間事業の来場者アンケート結
果）

男女共同参画社会の実現状
況

率の向上
１２．５％（平等になっていると思っている
人の割合）（R１年度）

上昇 ３．０％（R３年度） ×

市の審議会等委員における男女比率
市の男女共同参画の取組状
況

率の向上
市の審議会等委員における女性の比率 ２９．
８％
（R１年度）

どちらかの性が
４０％以上
６０％以下

２９．３％ ×

「LGBT（レズビアン・ゲイ・バイセクシャル・
トランスジェンダー）」という言葉を知ってい
る人（男女共同参画週間事業の来場者アンケー
ト結果）

多様性に関する理解促進状
況

率の向上
９６．４％
（知っている人の割合）
（R１年度）

上昇 ９７．１％（R３年度） ◎

3・4・2 交流の推進
在住外国人が習志野市は「暮らしやすい」と思
う割合

多文化共生社会への対応状
況

率の向上 ４２．５％（H３０年度） ４４．６％ ４２．５％(H３０年度) 〇

3・4・3 平和啓発の促進
平和の大切さがより理解できた人の比率（被爆
体験講和受講者に対するアンケート結果）

平和啓発の促進状況 率の向上
９９．６％
（H３０年度）

９９％ ９８．４％ ×

3/3

【達成状況】◎：目標値を達成、〇：目標未達成であるが進捗、◇：基準値未満(外的要因)、×：基準値未満(未着手等)、－：実績値なし


